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23�の長さ FRVD � VLQD �

三角関数の合成

　　　　3�� 
D���E �を用意する。
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手順①
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��手順②

23�の長さを求める。�

手順③

23�が�[�軸から回転した

角を求める。��正�RU�負��

以上の原理を利用して、実際は次のように簡略的に解く。
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例題１　次の式を�UVLQ � 
�K D �の形に変形せよ。ただし，U!�，�S�D�S�とする。
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三角関数（３）　三角関数の合成①



例題２　��[��S�のとき，方程式��VLQ[�(� FRV[ ���を解け。

　��[��S�のとき，方程式��(� VLQ[�FRV [ (� ��を解け。１
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23�の長さ FRVD � VLQD �

　発展　�FRV �に合成する

　　　　3�� 
D���E �を用意する。
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　以上、共通テストを意識して「太郎と花子」対策でした。


